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平成２４年３月２２日

製品安全センター

はしごや脚立等による事故の防止について（注意喚起）

ＮＩＴＥ製品安全センターに通知された製品事故情報のうち、平成１８年度から平成

２２年度の５年間に発生した、はしごや脚立等（※１）の事故は、１８９件（※２）ありま

した。被害の状況は、死亡事故が１１件、重傷事故が７２件、軽傷事故が９７件、拡大被

害が１件、製品破損が８件（※３）でした。

はしごや脚立等の事故を事故原因別にみると１８９件のうち、「専ら誤使用や不注意な

使い方と考えられるもの（事故原因区分Ｅ）」によるものは、１２１件（６４％）あり、

死亡・重傷など重篤な被害が多く発生しています。

はしごや脚立等の事故１８９件について事故を現象別に分類すると次のような事故が多

く発生しています。

①作業中にバランスを崩して転落した。

②昇降時にバランスを崩して転落した。

③不安定な場所に設置したためバランスを崩して転落した。

はしごや脚立等の事故は、平成２０年度から増加傾向にあり、誤った使い方をしないよ

う注意することによって防ぐことのできる事故が多いため、正しく使用し事故を防止する

よう注意喚起することとしました。

（※１）はしご、脚立（三脚型脚立及びはしご兼用脚立を含む）及び踏み台を指す。

（※２）平成２４年２月２９日現在、重複、対象外情報を除いた件数。

（※３）被害状況で「死亡」、「重傷」、「軽傷」と同時に「拡大被害」や「製品破損」が発生している場合

は、「拡大被害」や「製品破損」にはカウントせず。
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１．はしごや脚立等の事故について

(1) 年度別の被害状況について

ＮＩＴＥ製品安全センターに通知された製品事故情報のうち、はしごや脚立等の事

故は、平成１８年度から平成２２年度の５年間に１８９件発生しています。事故は、

平成２０年度から増加傾向にあります。また、平成２３年度は、２月末までに４８件

発生しています。

はしごや脚立等の事故１８９件について年度別被害状況を図１に、製品別被害状況

を表１に示します。被害の状況は、死亡事故が１１件（１１人）、重傷事故が７２件（

７２人）、軽傷事故が９７件（９８人）でした。はしごや脚立等の事故は、１８９件中

１８０件が人的被害に至っています。また、製品別にみると、脚立の事故が最も多く

１０６件となっていますが、はしごの事故は死亡や重傷などの重篤な被害の事故の割

合が多く、計３３件中、死亡・重傷が２０件、６１％となっています。

（※４）

（※４）被害状況で「死亡」、「重傷」、「軽傷」と同時に「拡大被害」や「製品破損」が

発生している場合は、「拡大被害」や「製品破損」はカウントせず。

表１ 製品別被害状況 （※５）

人 的 被 害 物 的 被 害 合 計

死 亡 重 傷 軽 傷 拡大被害 製品破損

脚 立 ５ ４３ ５７ １ ０ １０６

踏み台 ０ １５ ２７ ０ ８ ５０

はしご ６ １４ １３ ０ ０ ３３

合 計 １１ ７２ ９７ １ ８ １８９

（※５）被害状況で「死亡」、「重傷」、「軽傷」と同時に「拡大被害」や「製品破損」が発生

している場合は、「拡大被害」や「製品破損」はカウントせず。
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(2) 月別屋内外別事故発生件数について

はしごや脚立等の事故１８９件のうち、使用場所が判明した１８１件について、月

別屋内外別事故発生件数を図２に示します。

屋外で発生した事故のうち、５月、６月及び１１月には剪定作業中の事故が多く、１

月には除雪作業中の事故が多く含まれています。屋内で発生した事故のうち、１２月の

事故には清掃中のものが多く含まれています。
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事故発生年度 平成18年度～平成22年度

総件数 189件のうち 使用場所(屋内外)が

判明した 181件が対象。
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(3) 事故の年代別被害者数について

はしごや脚立等の事故１８９件のうち、人的被害があった事故は、１８０件（１８１

人）でした。そのうち、年代が判明した１３８人（事故件数１３８件）について、年代

別被害状況を図３に示します。被害者は、５０歳代が最も多くなっています。死亡事故

は、５０歳代から７０歳代で発生しています。また、１０歳未満が被害者となった事故

４件のうち、３件は、踏み台や脚立で遊んでいるうちに指を挟んだものです。
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事故発生年度 平成18年度～平成22年度

人的被害件数 180件（181人）のうち

年代が判明した 138件（138人）が対象。
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重篤な被害の事故の割合が高いはしごの事故３３件のうち、年代が判明した３０人（事

故件数３０件）について、はしごの年代別被害状況を図４に示します。はしごの事故で

は、年代が高くなるほど事故の件数が多く、死亡事故も多くなっています。
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人的被害件数 180件(181人)のうち

はしご使用で年代が判明した 30件（30人）

が対象。
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(4) 事故の使用期間別年代別事故件数について

はしごや脚立等の事故１８９件のうち、使用期間と年代が判明した事故９９件につい

て、使用期間別年代別事故件数を図５に、使用期間の判明した事故の年代別件数を表２

に示します。

事故は、使用期間１年未満で特に多く発生しています。年代別でみると３０歳代では、

１８件中１０件（５６％）の事故が、２０歳代では１３件中６件（４６％）の事故が、

使用期間１年未満で起きています。使用期間１年未満には、年代が若く、はしごや脚立

等の使用経験の不足による事故が含まれると思われます。

表２ 使用期間の判明した事故の年代別件数

年代別 人数（人）

１０歳未満 ４

１０歳代 １

２０歳代 １３

３０歳代 １８

４０歳代 １３

５０歳代 ２２

６０歳代 １９

７０歳代 ６

８０歳以上 ３

合 計 ９９

1 2 1
1

6

1

1 1 2 1 1

10

2

1

1 1
2 1

4

3
4

2

5

1 3

4
1

1

1
3 2 1

5

3
2

2

2

2 1

1 1

1

1

2

1

1

1

2

0

5

10

15

20

25

30

35

40

図図図図５５５５ 使用期間別年代別事故件数使用期間別年代別事故件数使用期間別年代別事故件数使用期間別年代別事故件数

80歳以上

70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

10歳未満

件数（件）

事故発生年度 平成18年度～平成22年度

総件数 189件のうち

使用期間と年代が判明した 99件が対象。
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(5) 事故原因区分別被害状況について

はしごや脚立等の事故１８９件について、事故原因区分別被害状況を表３に

示します。使用者の「専ら誤使用や不注意な使い方と考えられるもの（事故原因区分Ｅ）」

は、１２１件（６４％）と多く発生しています。「専ら誤使用や不注意な使い方と考え

られるもの（事故原因区分：Ｅ）」で死亡や重傷に至る重篤な事故が、多く発生してい

ます。

表３ 事故原因区分別被害状況 （※６）

被害状況 人的被害 物的被害

死亡 重傷 軽傷 拡大 製品 合計
事故原因区分 被害 破損

Ａ：専ら設計上、製造上又は表示に問題があっ 1 3 1 5

たと考えられるもの (1) (3) (4)

Ｂ：製品自体に問題があり、使い方も事故発 1 1 2

生に影響したと考えられるもの (1) (1) (2)

Ｃ：製造後長期間経過したり、長期間の使用 0

により性能が劣化したと考えられるもの (0)

Ｄ：業者による工事、修理、又は輸送中の取 1 1 2

扱い等に問題があったと考えられるもの (1) (1) (2)

Ｅ：専ら誤使用や不注意な使い方と考えられ 6 44 69 1 1 121

るもの (6) (44) (69) (119)

Ｆ：その他製品に起因しないか、又は使用者 1 4 1 6

の感受性に関係すると考えられるもの (1) (4) (1) (6)

Ｇ：原因不明のもの 3 2 18 23

(3) (2) (19) (24)

Ｈ：調査中のもの 1 19 4 6 30

(1) (19) (4) (24)

合 計 11 72 97 1 8 189

(11) (72) (98) (-) (-) (181)

（※６）平成２４年２月２９日現在、重複、対象外情報を除いた件数。被害状況で「死亡」、「重傷」、「軽

傷」と同時に「拡大被害」や「製品破損」が発生している場合は、「拡大被害」や「製品破損」には

カウントせず。( )の数字は被害者の人数。
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(6) 事故の現象別被害状況について

はしごや脚立等の事故１８９件について、現象別被害状況を表４に示します。①作業

中にバランスを崩して転落した事故が非常に多く発生し、重篤な被害が出ています。次

いで ②昇降時にバランスを崩して転落した ③不安定な場所に設置したためバランス

を崩して転落したことによる事故が多く発生しています。

表４ 事故の現象別被害状況 （※７）

被害状況 人的被害 物的被害

死亡 重傷 軽傷 拡大 製品 合計

現象の内容 被害 破損

①作業中にバランスを崩して転落した。 7 26 59 1 93
(7) (26) (59) (92)

②昇降時にバランスを崩して転落した。 6 9 15
(6) (9) (15)

③不安定な場所に設置したためバランスを崩 1 6 1 8
して転落した。 (1) (6) (1) (8)
④何らかの衝撃等で支柱に亀裂が生じ、徐々 1 2 3
に進行して破断した。 (1) (2) (3)
⑤はしご兼用脚立をはしご状にし裏向きで使 2 2
用したため支柱が変形し、バランスを崩して (2) (2)
転落した。
⑥その他 1 11 10 1 23

(1) (11) (10) (22)
⑦不明 1 1 6 8

(1) (1) (7) (9)
⑧製品に起因する事故と考えられるもの 2 4 1 7

(2) (4) (6)
⑨調査中 1 19 4 6 30

(1) (19) (4) (24)
合 計 11 72 97 1 8 189

(11) (72) (98) (-) (-) (181)
（※７）平成２４年２月２９日現在、重複、対象外情報を除いた件数。被害状況別で「死亡」、「重傷」、「軽

傷」と同時に「拡大被害」や「製品破損」が発生している場合は、「拡大被害」や「製品破損」には

カウントせず。( )の数字は被害者の人数。

その他の現象としては、以下のようなものがありました。
脚立について
・脚立のロックが不完全で外れたため、指を挟んだ。

踏み台について
・踏み台を折り畳もうとした際に、指を挟んだ。
・以前よりぐらついていたのを知りながら踏み台を使用し、天板に上った時に荷重が後支
柱に集中し、折損した。

・ストッパーがパイプに乗り上げた状態のまま踏み台を使用したためパイプが変形し、バ
ランスを崩した。

はしごについて
・雪下ろしのため、はしごから屋根への移動のとき、雪で足が滑ってバランスを崩して転
落した。
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・規定以上に寝かせた角度ではしごを使用をしていたため、過大な荷重がかかって支柱が
破断し転落した。

・多関節型はしごを縮める際に、降りてきたはしごと踏み桟との間で指を挟んだ。

現象の「①作業中にバランスを崩して転落した。」について、作業内容を分析したもの

を図６に、製品別個人使用状況を表５に示します。個人による作業が、９３件中６０件

（６５％）あり、その６０件のうち剪定作業での事故が最も多く、２２件（３７％）あ

りました。

表５ 製品別個人使用状況

製品 脚立 踏み台 はしご 総計

使用作業

剪定作業 20 1 1 22

除雪作業 2 3 5

掃除 2 2 1 5

屋根修理 4 4

棚の整理 1 2 3

写真撮影 1 1 2

照明器具の取付 2 2

電球交換 2 2

その他 5 8 2 15

総計 37 16 7 60

事業者事業者事業者事業者

33件件件件(35%)

剪定作業剪定作業剪定作業剪定作業

22件件件件(37%)

除雪作業除雪作業除雪作業除雪作業

5件件件件(8%)

掃除掃除掃除掃除

5件件件件(8%)
屋根修理屋根修理屋根修理屋根修理

4件件件件(7%)

棚棚棚棚のののの整理整理整理整理

3件件件件(5%)

そのそのそのその他他他他

21件件件件(35%)

個人個人個人個人

60件件件件(65%)

図図図図６６６６ 使用状況使用状況使用状況使用状況

事故発生年度 平成18年度～平成22年度

総件数 189件のうち

現象別「作業中にバランスを崩して転倒した」

93件が対象。
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２．事故事例の概要について

はしごや脚立等の事故について、事故の現象別の事例を示します。

①作業中にバランスを崩して転落した。

・平成１８年１０月１３日（埼玉県、年代不明・男性、重傷）

（事故内容）

自宅の枝下ろし中に脚立が倒れて転倒し、左上腕部を骨折した。

（事故原因）

脚立の設置場所が傾斜地で、設置角度もメーカーの説明書によらない状態で使用し、

かつ天板から３段目の踏みざん（※８）の上に片足を乗せ、両手で剪定作業をしていたた

め、バランスを崩して転倒したものと推定される。

（※８）はしごや脚立等の上り下りの際に足をかける横棒のこと

・平成２１年６月２０日（埼玉県、４０歳代・男性、重傷）

（事故内容）

脚立を屋外で使用中に、脚立が傾き転倒し、重傷を負った。

（事故原因）

破損状況から、傾斜のある場所で脚立の天板に乗って作業をしていた際に、バランス

を崩して転倒し、身体等が脚立上に落下したものと推定される。

なお、本体及び取扱説明書に、天板の上に立たない旨の注意記載がなされていた。

②昇降時にバランスを崩して転落した。

平成２０年１月２７日（秋田県、６０歳代・女性、重傷）

（事故内容）

除雪のために自宅カーポートにかけたはしごを上っていたところ、バランスを崩して

圧雪地面に転落し、右上腕骨と肋骨を骨折する重傷を負った。

（事故原因）

バランスを崩したため、はしごごと圧雪地面に転落し、負傷したものと推定される。

③不安定な場所に設置したためバランスを崩して転落した。

平成１９年９月２６日（島根県、年代不明・男性、重傷）

（事故内容）

はしご兼用脚立をはしご状にして、２階屋根から１階屋根（傾斜あり）に降りようと

したところ、はしご兼用脚立の脚が滑って倒れ落下した。

（事故原因）

はしご兼用脚立を使用する際には、設置面が水平な場所に設置しなければならないに

もかかわらず、屋根の傾斜部分に設置したため発生した事故と推定される。
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④支柱の亀裂が進行し、強度低下で破断した

平成２２年２月２日（鹿児島県、５０歳代・男性、軽傷）

（事故内容）

踏み台の天板に立って作業中、下から３段目の踏ざん取付箇所の両支柱が破断したた

め転倒し、肩に打撲を負った。

（事故原因）

ぶつかる等の大きな衝撃が支柱に加わったことにより亀裂が入り、それに気づかず使

用を続けたため、亀裂が徐々に進行し、強度が低下していたところに、当日の使用荷重

によって、両支柱が破断したものと推定される。

⑤はしご兼用脚立をはしご状にし裏向きで使用したため支柱が変形し、バランスを崩して

転落した

平成２２年５月８日（山形県、４０歳代・男性、軽傷）

（事故内容）

はしご兼用脚立をはしご状にして使用中、突然転落して打撲を負った。

（事故原因）

使用者が、左右の開き止め金具のうち片側の開き止め金具をかけ忘れ、かつ、はしご

の裏表を逆にして使用していたため、かけていた開き止め金具に使用時の荷重により引

張方向の力が加わって破断し、はしごが折り畳まれたため、落下し、打撲を負ったもの

と推定される。

３．はしごや脚立等の事故の防止について

はしごや脚立等には、品質・安全性についての安全基準をベースとした認証マーク（ＪＩＳ

マーク、ＳＧマーク及びＡマーク）があります。購入の際はマーク表示を参考にしましょう。

はしごや脚立等を使用する場合には、取扱説明書をよく読み、はしごや脚立等に表示さ

れている注意事項を守るとともに、次の事項に注意してください。

(1)共通の注意事項について

①はしごや脚立等は、水平な場所に設置してください。

②はしごや脚立等から体を乗り出さないでください。

③止め具等がある場合には、外れないようしっかりと止めてください。

(2)脚立について

①はしご兼用脚立をはしご状にして使用する場合、裏面を使用しないでください。

②折りたたむときは、指を挟まないよう注意してください。

③使用中や保管中に子どもが手を触れないようにしてください。

(3)踏み台について

①天板の端に乗ったりつま先立ちや片足立ちをしないでください。

②折りたたむときは、指を挟まないよう注意してください。
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(4)はしごについて

①７５度で立て掛けて使用してください。

②はしごを使用するときは、補助者に支えてもらい昇降してください。

③昇降時は、両手で支えるなどしてバランスを崩さないよう注意してください。

④はしごは、高所へ昇降するためのものです。はしごの上では作業をしないでください。

以上
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（参考）
マーク及び基準等について

(1)日本工業規格

ＪＩＳマーク表示制度は、工業標準化法第19条、第20条等に基づき、国に登録された機

関（登録認証機関）から認証を受けた事業者（認証製造業者等）が、認証を受けた製品又

はその包装等にＪＩＳマークを表示することができる制度のことをいい、製品のサンプリ

ングによる製品試験と品質管理体制を審査することによって、認証製造業者等から出荷さ

れる個々の製品の品質を保証する第三者認証制度です。

ＪＩＳマークは、表示された製品が該当するＪＩＳに適合していることを示しており、

その適合性は認証製造業者等が確認するもので、取引の単純化のほか、製品の互換性、安

全・安心の確保及び公共調達等に大きく寄与しております。

ＪＩＳ Ｓ１１２１：２０００ アルミニウム合金製脚立及びはしご

日本工業標準調査会 JISマーク表示制度のホームページアドレス

http://www.jisc.go.jp/newjis/cap_index.html

(2)ＳＧマーク

ＳＧマークは、財団法人製品安全協会が定めたＳＧ基準に適合しているとして同協会か

ら認証された製品に表示されるマークです。このマーク付き製品の欠陥で人身事故があっ

たときは、被害者救済制度の対象となります。

CPSA 0015 住宅用金属製脚立の認定基準及び基準確認方法

CPSA 0037 住宅用金属製はしごの認定基準及び基準確認方法

CPSA 0090 住宅用アルミニウム合金製多関節脚立の認定基準及び基準確認方法

財団法人製品安全協会のホームページアドレス

http://www.sg-mark.org/sgzhidu_1.html

(3)Ａマーク

Ａマークは、一般社団法人軽金属製品協会（以下「協会」という。）はしご脚立部会が

定めた安全品質の自主基準に適合していることを示すマークです。協会のはしご脚立基準

認定審査委員会が試験結果を審査して、適合認定された製品に「Ａマーク」を表示するこ

とができます。

対象とする製品の高さ・長さや最大使用質量がＪＩＳやＳＧよりも広くなっています。

ＡＲＳ １１２２－０１ アルミニウム合金製三脚脚立

ＡＲＳ １１２３－０１ アルミニウム合金製脚立

ＡＲＳ １１２４－０１ アルミニウム合金製はしご


